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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第52期

当第３四半期
連結累計期間

第52期
当第３四半期
連結会計期間

第51期

会計期間
自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日

自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日

自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日

売上高 (百万円) 59,582 19,889 81,307

経常利益 (百万円) 4,254 1,395 4,132

四半期(当期)純利益 (百万円) 2,266 776 2,039

純資産額 (百万円) ― 39,421 38,998

総資産額 (百万円) ― 63,676 63,399

１株当たり純資産額 (円) ― 517.33 511.18

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 30.05 10.30 27.03

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) ― 61.3 60.8

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 1,545 ― 3,663

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △1,578 ― △2,979

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △305 ― △677

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) ― 15,231 16,255

従業員数 (名) ― 1,487 1,458

(注)　１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載しており

ません。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業内容につい

て、重要な変更はありません。

　

　

３ 【関係会社の状況】

当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

平成20年12月31日現在

従業員数(名)
1,487

[1,706]

(注) 従業員数は就業人員であり、従業員数欄の[  ]内は、臨時販売員等の当第３四半期連結会計期間の平均雇用人員を

外数で記載しております。

　

　

(2) 提出会社の状況

平成20年12月31日現在

従業員数(名)
719

[1,143]

(注) 従業員数は就業人員であり、従業員数欄の[  ]内は、臨時販売員等の当第３四半期会計期間の平均雇用人員を外数

で記載しております。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第３四半期連結会計期間における生産実績を区分別に示すと、次のとおりであります。
　

区分 金額(百万円)

スキーウェア及びその関連商品 2,368

アスレチックウェア及びその関連商品 4,073

ゴルフウェア及びその関連商品 202

スポーツカジュアルウェア及びその関連商品 108

合計 6,753

(注) １　金額は、卸売価格（建値）によっております。
２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(2) 受注状況

原則として受注生産は行っておりません。

　

(3) 販売実績

当第３四半期連結会計期間における販売実績を区分別に示すと、次のとおりであります。
　

区分 金額(百万円)

スキーウェア及びその関連商品 3,052

アスレチックウェア及びその関連商品 7,696

ゴルフウェア及びその関連商品 7,456

スポーツカジュアルウェア及びその関連商品 1,684

合計 19,889

(注) 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。
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３ 【財政状態及び経営成績の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループが判断したものでありま

す。

(1) 業績の状況

当第３四半期連結会計期間におけるわが国の経済は、国際的な金融危機によって世界的な景気後退の
傾向が強まり、その影響によって生産・輸出の急激な縮小、円高進行や株価下落と未曾有の景気悪化局面
を迎えました。個人消費も雇用情勢の悪化により急激に減退しております。
当スポーツ業界におきましては、消費の減退傾向に加えて、天候不順の影響による商況の冷え込みや国
内外の同業他社との競争も益々厳しさを増してきております。
当社グループにおきましては、国内事業において、秋冬戦略素材としてクリーンエネルギーである太陽
光を効率的に活用する蓄熱保温素材「ヒートナビ」を複数のブランドで展開しました。デサントブラン
ドでは、プロバレーボールプレーヤーの栗原恵選手とのアドバイザリー契約により、女性層への浸透、拡
大とブランドイメージ向上を図ります。また、自社工場である水沢工場の高度な技術を結集した高機能ダ
ウンジャケット「水沢ダウン」を発売しました。
売上高は、スキーウェアは海外での売上が円高の影響もあり低調でした。アスレチックウェアは国内及
び韓国現地での売上は伸長したものの韓国ウォン安の影響で邦貨換算すると減収になりました。ゴルフ
ウェア及び関連商品は国内及び中国で堅調に推移しました。スポーツカジュアルウェアは撤退ブランド
の影響もあり低調に推移しました。
営業利益は、売上高減少による売上総利益の減少により減益となりました。経常利益も円高による為替
差損増加により減益となりました。四半期純利益も有価証券の評価損計上等により減益となりました。
これらの結果、当第３四半期連結会計期間の売上高は19,889百万円、営業利益は1,535百万円、経常利益
は1,395百万円、四半期純利益は776百万円となりました。
　
取扱商品の品目別売上高の状況は次のとおりであります。
(スキーウェア及びその関連商品)
国内では、スノーボードブランド「エーセブン」を中心に堅調でしたが、海外では、為替の影響を受
けて、減収となりました。結果、売上高は3,052百万円となりました。
(アスレチックウェア及びその関連商品)
「デサント」は、「MOVE　SPORT」が好調を維持しました。また「ルコックスポルティフ」は大型ス
ポーツチェーン店での店頭売上が好調に推移し、海外でも堅調に推移しましたが、為替とりわけ韓国
ウォンの下落により邦貨換算すると減収となりました。結果、売上高は7,696百万円となりました。
(ゴルフウェア及びその関連商品)
「マンシングウェア」は消費の低迷で苦戦し、さらには為替の影響を受け減収となりました。「ル
コックゴルフ」は、ファッション傾向に対応したコレクションが国内のみならず、中国、韓国等の海外
でも受け入れられました。結果、売上高は7,456百万円となりました。
(スポーツカジュアルウェア及びその関連商品)
本格派アウトドアブランドの「マーモット」は、大型スポーツチェーン店及び専門店流通において
受注が好調で増収となりました。しかし一部ブランドの撤退、一部ジャンル等の休止により前年を下回
る結果となりました。売上高は1,684百万円となりました。

　
所在地別セグメントの業績は次のとおりであります。
(日本)
当第３四半期連結会計期間は、景気後退による個人消費の急速な落ち込みで厳しい経営環境となり
ました。スキーウェア、アスレチックウェアは比較的無難に推移しましたが、ゴルフウェア、スポーツカ
ジュアルウェアは期間後半の消費落ち込みにより売上は前年を下回りました。結果、売上高は16,516百
万円、営業利益は1,322百万円となりました。 
(アジア)
韓国・香港においては、ゴルフウェアの売上が順調に推移しましたが、為替変動の影響を受け、邦貨
換算にすると売上は前年を大幅に下回りました。一方、中国ではゴルフウェアを中心に展開を拡大しま
した。結果、売上高は2,334百万円、営業利益は45百万円となりました。 
(北米)
北米ではスキーウェアを中心とした事業を行っており、当第３四半期連結会計期間の売上は無難に
推移しました。結果、売上高は1,038百万円、営業利益は254百万円となりました。

　
「事業の種類別セグメント情報」につきましては、記載を省略しておりますので、その区分による業
績の記載を行っておりません。

　
(注) 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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(2) 財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末の資産合計は63,676百万円となり、前連結会計年度末に比べ277百万円
増加しました。これは受取手形及び売掛金の増加993百万円、たな卸資産の増加1,124百万円、現金及び預
金の減少1,129百万円、投資その他の資産のその他の減少792百万円が主なものです。
負債合計は、24,255百万円となり、前連結会計年度末に比べ144百万円減少しました。これは未払法人
税等の減少367百万円、賞与引当金の減少363百万円、役員退職慰労引当金の減少459百万円、支払手形及
び買掛金の増加1,554百万円、返品調整引当金の増加366百万円が主なものです。
純資産合計は39,421百万円となりました。株主資本合計は39,987百万円となりました。少数株主持分
は416百万円となりました。
以上より、当第３四半期連結会計期間末の自己資本比率は61.3％（前期末比0.5％増）となりました。

　
(3) キャッシュ・フローの状況

営業活動によるキャッシュ・フローは、売上債権の増加1,357百万円、たな卸資産の増加　　　1,399百万
円、法人税等の支払額608百万円などがありましたが、税金等調整前四半期純利益1,097百万円の計上に
加え、非資金項目としての減価償却費238百万円、仕入債務の増加3,083百万円などがあり、1,239百万円
の収入超過となりました。
投資活動によるキャッシュ・フローは、直営店等における売場資産の取得などにより、648百万円の支
出超過となりました。
財務活動によるキャッシュ・フローは、短期借入金の増加50百万円などにより、45百万円の収入超過
となりました。

　
(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結会計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な
変更及び新たに生じた課題はありません。
　

(5) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

特記すべき事項はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 160,000,000

計 160,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成20年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成21年２月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 76,924,176 76,924,176

東京証券取引所
（市場第一部）
大阪証券取引所
（市場第一部）

単元株式数は1,000株
であります。

計 76,924,176 76,924,176― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成20年10月１日～
平成20年12月31日

― 76,924 ― 3,846 ― 961

　

(5) 【大株主の状況】

当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりません。
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(6) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、12月31日が当社の基準日ではないため、記

載することができませんので、直前の基準日である平成20年９月30日現在の株主名簿により記載してお

ります。

① 【発行済株式】

平成20年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)

（自己保有株式）

― ―普通株式

1,518,000

完全議決権株式(その他)
普通株式

74,912 ―
74,912,000

単元未満株式 494,176 ― １単元（千株）未満の株式

発行済株式総数 76,924,176― ―

総株主の議決権 ― 74,912 ―

(注)　１「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式992株が含まれております。

２「完全議決権株式（その他）」欄には株式会社証券保管振替機構名義の株式1,000株及び名義人以外から株券

喪失登録のある株式1,000株が含まれております。また、「議決権の数」欄には、同機構名義の株式に係る議決

権の数１個及び名義人以外から株券喪失登録のある株式に係る議決権の数１個が含まれております。

　

② 【自己株式等】

平成20年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

株式会社デサント
大阪市天王寺区
堂ケ芝１丁目11番３号

1,518,000 ― 1,518,0001.97

計 ― 1,518,000 ― 1,518,0001.97

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成20年
　４月 　５月 　６月 　７月 　８月 　９月 　10月 　11月 　12月

最高(円) 594 630 626 635 630 677 630 461 486

最低(円) 543 591 565 542 569 590 354 379 405

(注)　株価は東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、当第３四半期連結会計期間(平成20年10月１日から平成20年12月31日まで)及び当第３四半期連結

累計期間(平成20年４月１日から平成20年12月31日まで)については、「財務諸表等の用語、様式及び作成方

法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」(平成20年８月７日内閣府令第50号)附則第７条第１項第５

号だたし書きにより、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第３四半期連結会計期間(平成20年10月１

日から平成20年12月31日まで)及び当第３四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20年12月31日ま

で)に係る四半期連結財務諸表について、あずさ監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 15,593 16,722

受取手形及び売掛金 17,877 16,884

商品及び製品 11,634 10,543

仕掛品 162 147

原材料及び貯蔵品 358 340

その他 1,692 1,744

貸倒引当金 △46 △99

流動資産合計 47,272 46,283

固定資産

有形固定資産 ※
 9,219

※
 9,413

無形固定資産 887 646

投資その他の資産

その他 6,539 7,332

貸倒引当金 △242 △275

投資その他の資産合計 6,297 7,056

固定資産合計 16,404 17,115

資産合計 63,676 63,399

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 16,828 15,274

短期借入金 850 600

未払法人税等 565 932

賞与引当金 411 775

返品調整引当金 897 531

その他 2,742 3,988

流動負債合計 22,296 22,101

固定負債

退職給付引当金 594 532

役員退職慰労引当金 3 462

その他 1,361 1,304

固定負債合計 1,959 2,298

負債合計 24,255 24,400
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（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 3,846 3,846

資本剰余金 25,184 25,184

利益剰余金 11,597 9,869

自己株式 △640 △622

株主資本合計 39,987 38,277

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △560 △288

為替換算調整勘定 △421 567

評価・換算差額等合計 △982 279

少数株主持分 416 441

純資産合計 39,421 38,998

負債純資産合計 63,676 63,399
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

当第３四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年12月31日)

売上高 59,582

売上原価 31,631

売上総利益 27,951

返品調整引当金繰入額 366

差引売上総利益 27,584

販売費及び一般管理費 ※
 23,320

営業利益 4,264

営業外収益

受取利息 94

受取配当金 40

持分法による投資利益 59

その他 75

営業外収益合計 268

営業外費用

支払利息 14

為替差損 209

その他 54

営業外費用合計 279

経常利益 4,254

特別利益

固定資産売却益 46

貸倒引当金戻入額 26

特別利益合計 73

特別損失

投資有価証券評価損 302

関係会社整理損 50

倉庫移転費用 573

特別損失合計 926

税金等調整前四半期純利益 3,401

法人税、住民税及び事業税 1,143

法人税等調整額 △25

法人税等合計 1,117

少数株主利益 17

四半期純利益 2,266
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間
(自 平成20年10月１日
　至 平成20年12月31日)

売上高 19,889

売上原価 11,137

売上総利益 8,751

返品調整引当金繰入額 405

差引売上総利益 8,346

販売費及び一般管理費 ※
 6,811

営業利益 1,535

営業外収益

受取利息 25

受取配当金 11

受取家賃 17

持分法による投資利益 16

その他 5

営業外収益合計 76

営業外費用

支払利息 0

為替差損 207

その他 8

営業外費用合計 216

経常利益 1,395

特別損失

投資有価証券評価損 302

関係会社整理損 △4

特別損失合計 298

税金等調整前四半期純利益 1,097

法人税、住民税及び事業税 403

法人税等調整額 △87

法人税等合計 315

少数株主利益 5

四半期純利益 776
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

当第３四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 3,401

減価償却費 747

貸倒引当金の増減額（△は減少） △77

賞与引当金の増減額（△は減少） △363

返品調整引当金の増減額（△は減少） 366

退職給付引当金の増減額（△は減少） 75

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △459

受取利息及び受取配当金 △134

支払利息 14

売上債権の増減額（△は増加） △1,411

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,748

仕入債務の増減額（△は減少） 2,034

その他 376

小計 2,821

利息及び配当金の受取額 134

利息の支払額 △14

法人税等の支払額 △1,395

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,545

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の払戻による収入 467

定期預金の預入による支出 △362

有形固定資産の取得による支出 △922

無形固定資産の取得による支出 △473

投資有価証券の取得による支出 △896

投資有価証券の償還による収入 507

子会社株式の取得による支出 △34

その他 136

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,578

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 250

配当金の支払額 △527

自己株式の取得による支出 △19

少数株主への配当金の支払額 △5

その他 △2

財務活動によるキャッシュ・フロー △305

現金及び現金同等物に係る換算差額 △684

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,023

現金及び現金同等物の期首残高 16,255

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 15,231
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

会計処理基準に関する事項の変更

(1) 連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理

に関する当面の取扱いの適用

「連結財務諸表作成における在外子会社の会計

処理に関する当面の取扱い」(実務対応報告第18

号　平成18年５月17日)を第１四半期連結会計期間

から適用し、連結決算上必要な修正を行っており

ます。

これにより、当第３四半期連結累計期間の営業

利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に

与える影響はそれぞれ軽微であります。

なお、セグメント情報に与える影響は、当該箇所

に記載しております。

(2) たな卸資産の評価に関する会計基準の適用

たな卸資産の評価基準については、従来、主とし

て月次総平均法による低価法によっておりました

が、第１四半期連結会計期間から「棚卸資産の評

価に関する会計基準」(企業会計基準第９号　平成

18年７月５日)が適用されたことに伴い、主として

月次総平均法による原価法(貸借対照表価額につ

いては収益性の低下に基づく簿価切下げの方法)

により算定しております。

これにより、当第３四半期連結累計期間の営業

利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に

与える影響はそれぞれ軽微であります。

(3) リース取引に関する会計基準の適用

所有権移転外ファイナンス・リース取引につい

ては、従来、賃貸借取引に係る方法に準じた会計処

理によっておりましたが、「リース取引に関する

会計基準」(企業会計基準第13号(平成５年６月17

日、平成19年３月30日改正))及び「リース取引に

関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用

指針第16号(平成６年１月18日、平成19年３月30日

改正))が平成20年４月１日以降開始する連結会計

年度に係る四半期連結財務諸表から適用すること

ができることに伴い、第１四半期連結会計期間か

らこれらの会計基準を適用し、通常の売買取引に

係る会計処理によっております。また、所有権移転

外ファイナンス・リース取引に係るリース資産の

減価償却の方法については、リース期間を耐用年

数とし、残存価額を零とする定額法を採用してお

ります。

なお、リース取引開始日が会計基準適用初年度

開始前の所有権移転外ファイナンス・リース取引

については、引き続き通常の賃貸借取引に係る方

法に準じた会計処理によっております。

これにより、当第３四半期連結累計期間の営業

利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に

与える影響はありません。
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【簡便な会計処理】

　
当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

１　一般債権の貸倒見積高の算定方法

当第３四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が

前連結会計年度末に算定したものと著しい変化が

ないと認められるため、前連結会計年度末の貸倒

実績率等を使用して貸倒見積高を算定しておりま

す。

２　たな卸資産の評価方法

当第３四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に

関しては、実地棚卸を省略し、前連結会計年度末の

実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定

する方法によっております。

３　繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、

前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差

異等の発生状況に著しい変化がないと認められる

ので、前連結会計年度において使用した将来の業

績予測やタックス・プランニングを利用する方法

によっております。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　
当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

    税金費用の計算

一部の連結子会社について、税金費用は、当第３

四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前

当期純利益に対する税効果適用後の実効税率を合

理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実

効税率を乗じて計算しております。

　

【追加情報】

　
当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

１　 当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正を契

機に耐用年数の見直しを行い、第１四半期連結会

計期間から機械装置の耐用年数を変更しておりま

す。

これにより、当第３四半期連結累計期間の営業

利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に

与える影響はそれぞれ軽微であります。

２　 当社は平成20年６月に開催されました定時株主

総会において、取締役及び監査役に対する退職慰

労金制度を廃止するとともに、同退職慰労金の打

ち切り支給の承認を受けております。これに伴い、

当該役員退職慰労金の残高は全額取崩し、打ち切

り支給額の未払い分85百万円については固定負債

の「その他」に含めて表示しております。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

※　 有形固定資産の減価償却累計額は、6,399百万円

であります。

※　 有形固定資産の減価償却累計額は、6,801百万円

であります。

 

　

(四半期連結損益計算書関係)

　
当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年12月31日)

※　 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金

額は次のとおりであります。

広告宣伝費 3,992百万円

荷造運搬費 2,498百万円

支払手数料 3,890百万円

給料手当及び賞与 6,230百万円

貸倒引当金繰入額 10百万円

賞与引当金繰入額 365百万円

退職給付費用 365百万円

役員退職慰労引当金繰入額 12百万円

　

　
当第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日 
 至　平成20年12月31日)

※　 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金

額は次のとおりであります。

広告宣伝費 1,065百万円

荷造運搬費 838百万円

支払手数料 849百万円

給料手当及び賞与 2,386百万円

貸倒引当金繰入額 30百万円

賞与引当金繰入額 364百万円

退職給付費用 113百万円

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　
当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年12月31日)

※　現金及び現金同等物の当第３四半期連結累計期間末

残高と当第３四半期連結貸借対照表に掲記されてい

る科目の金額との関係(平成20年12月31日現在)

現金及び預金 15,593百万円

預入期間が３か月超の定期預金 　△362百万円

現金及び現金同等物 15,231百万円
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(株主資本等関係)

当第３四半期連結会計期間末(平成20年12月31日)及び当第３四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　

至　平成20年12月31日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(千株) 76,924

　

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(千株) 1,527

　

　

３　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年６月25日
定時株主総会

普通株式 527 7 平成20年３月31日 平成20年６月26日 利益剰余金

　
　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効

力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　　　該当事項はありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

当第３四半期連結会計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)

全セグメントの売上高の合計及び営業利益の合計額に占める「スポーツウェア及びその関連商品の製
造・販売に関する事業」の割合がいずれも90％を超えているため、記載を省略しております。

　

当第３四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日)

同上

　

【所在地別セグメント情報】

当第３四半期連結会計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)

日本
(百万円)

アジア　
(百万円)

北米
(百万円)

計
(百万円)

消去又は全社
(百万円)

連結
(百万円)

売上高

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

16,516 2,334 1,038 19,889 ― 19,889

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

501 8 ― 510 (510) ―

計 17,018 2,343 1,038 20,399 (510) 19,889

営業利益 1,322 45 254 1,622 (86) 1,535

　

当第３四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日)

日本
(百万円)

アジア　
(百万円)

北米
(百万円)

計
(百万円)

消去又は全社
(百万円)

連結
(百万円)

売上高

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

48,141 10,384 1,056 59,582 ― 59,582

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

2,247 19 ― 2,266 (2,266) ―

計 50,389 10,404 1,056 61,849(2,266)59,582

営業利益 3,550 719 26 4,296 (31) 4,264

(注)　１　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

　　　２　日本以外の区分に属する主な国又は地域

　　　　　 ① アジア……韓国、中国、香港等

　　　　　 ② 北　米……米国、カナダ

　　　３　会計処理の方法の変更

「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載のとおり、第１四半期連結会

計期間から、「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務対応報告第

18号　平成18年５月17日）を適用し、連結決算上必要な修正を行っております。この変更が損益に与える影響

は軽微であります。
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【海外売上高】

当第３四半期連結会計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)

アジア 北米 その他の地域 計

Ⅰ　海外売上高(百万円) 2,589 1,038 126 3,754

Ⅱ　連結売上高(百万円) ― ― ― 19,889

Ⅲ　連結売上高に占める
　　海外売上高の割合(％)

13.0 5.2 0.7 18.9

　

当第３四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日)

アジア 北米 その他の地域 計

Ⅰ　海外売上高(百万円) 11,904 1,066 1,378 14,350

Ⅱ　連結売上高(百万円) ― ― ― 59,582

Ⅲ　連結売上高に占める
　　海外売上高の割合(％)

20.0 1.8 2.3 24.1

(注)　１　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

　　　２　各区分に属する主な国又は地域

　　　　　 ① アジア……韓国、香港、中国等

　　　　　 ② 北　米……米国、カナダ

　　　　　 ③ その他の地域……ロシア、スペイン、スイス等

　　　３　海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

　
当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

１株当たり純資産額 517円33銭 １株当たり純資産額 511円18銭

　

(注)　１株当たり純資産額の算定上の基礎

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

純資産の部の合計額(百万円) 39,421 38,998

純資産の部の合計額から控除する金額(百万円) 416 441

(うち少数株主持分) (416) (441)

普通株式に係る四半期連結会計期間末(連結会計年度
末)の純資産額(百万円)

39,004 38,557

１株当たりの純資産額の算定に用いられた四半期連結
会計期間末(連結会計年度末)の普通株式の数(千株)

75,396 75,427

　

２　１株当たり四半期純利益金額

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日 
 至　平成20年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 30円5銭 １株当たり四半期純利益金額 10円30銭

　
(注)　１　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　　２　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
  至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日
  至　平成20年12月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益金額(百万円) 2,266 776

普通株式に係る四半期純利益金額(百万円) 2,266 776

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式の期中平均株式数(千株) 75,413 75,401

　

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。

EDINET提出書類

株式会社デサント(E00601)

四半期報告書

23/24



独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年２月12日

株式会社デサント

取締役会　御中

　

あずさ監査法人

　

指定社員
業務執行社員

公認会計士　　新　　井　　一　　雄　　印

　

指定社員
業務執行社員

公認会計士　　井 家 上　　愼　　一　　印

　

指定社員
業務執行社員

公認会計士　　山　　口　　義　　敬　　印

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社デサントの平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平

成20年10月１日から平成20年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20年12

月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期

連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経

営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社デサント及び連結子会社の平成20年

12月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経

営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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